
梅永雄二教授の講演　鹿沼自動車教習所主催

誰もが参加できる社会を目指して

「発達障害者の生活を豊かにするライフスキル」

我が国の障害者は、身体 393.7万人・知的 74.1万人・

精神 392.4万人、合計 860.2万人(平成28年度)

発達障害者は小中学校で6.5％。人口換算すると約822

万人。発達障害者の職業生活への課題調査では

・上司や同僚のいう事が理解できない

・相手にうまく伝えることができない

・相手を不快な思いにさせてしまう

・曖昧な言動は理解できない

・自分勝手な行動で周りから嫌がられる

・感情的になりやすく、癇癪(かんしゃく)を起こす

・人間関係に支障をきたしてしまう

多くの情報をまとめられず、先の見通しが持てない。

他人の立場に立って考えることができない。こだわ

りが強く外部の刺激に反応して、注意が続かなくな

る。そのため発達障害者は「生活障害者」と言う考

え方で、どのような支援が必要なのか、教えれば獲

得できるスキルを個別指導する。できないところは

「人の援助を受ける」というスキルも教えていく。

身だしなみ・健康管理・金銭管理・時間管理・対人

関係など生活支援者をこれからますます養成してい

く必要がある。

山田みやこの活動報告

平成30年9月30日(日)

早稲田大学教育心理学専修教授


